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証券コード６０５５ 

会社名ジャパンマテリアル 

 

 賛成 反対 棄権 

第 1 号議案 剰余金の処分の件 ○   

第 2 号議案 取締役 10 名選任の件    

 田中 久男 氏 ○   

 甲斐 哲郎 氏 ○   

田中 宏典 氏    ○   

 長谷 圭祐 氏 ○   

坂口 好則 氏 ○   

 矢内 信晴 氏 ○   

 田中 智和 氏 ○   

大島 次郎 氏 ○   

杉山 健一 氏 ○   

沼沢 禎寛 氏 ○   

 

各推奨理由 

第一号議案について 

企業には今後の事業展開や、財務体質の動きなどがあることを考慮すると、基本的には

剰余金の処分については取締役会の判断に任せることが最も建設的だと考える。取締役会

は企業の経営方針の決定を握っている中枢であるので、その考えることをできるだけ遮る

ことのないようにするべきだと考えるからだ。ただもちろん、その上で問題となることが

見られるのであれば、検討が必要である。 
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 グラフ１、２，３はジャパンマテリアルの業績を示すいくつかの指標である。それぞれ

を確認すると、営業利益率や、当期純利益、一株当たり純資産などの数値で恒常的な上昇

がみられる。また、配当性向の値は 26.6％と低いことも、高すぎることもなく、配当額も

徐々に上がっている。企業運営は順調であり、財務状態に問題がないということだ。以上

のことから、剰余金の処分については、特別な懸念点が見られないため、賛成を推奨す

る。 

 

第二号決議案について 

全員について、再任を推奨する。理由はいくつかあるが、第一は業績が向上しているこ

とである。先述した通り、ジャパンマテリアルの営業利益や当期純利益はここ数年上昇し

続けている。これは、この取締役会の方針が上手く機能しているということを表す。ま

た、全員が経験豊富であることも理由として挙げられる。各人が相当のキャリアを積んで

いるため、信頼を置いて問題はないといえる。他には、女性比率と、社外人の比率におい

ても ISS などによる、ノルマ基準をクリアしていることも理由として挙げられる。これら

を考えると、反対する理由はなく、今後の発展も期待できるため、全員を再任することを

推奨する。 

 

 

 

 

53.73 54.54
59.84

65.63

77

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

2019 2020 2021 2022 2023

グラフ３ 一株当たり当

期純利益

7905 8102
8758

9330

11097

5514 5596
6140

6735

7904

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

2019 2020 2021 2022 2023

グラフ２

営業利益 当期純利益


